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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡に対して着脱自在な光源装置ユニットに設けられた光源ランプから放射された照明
光が、収束して、上記内視鏡に設けられたライトガイドファイババンドルに入射するよう
にした簡易型内視鏡装置であって、
　上記光源ランプから放射された照明光を収束させるための収束部材が上記光源装置ユニ
ット側に設けられ、
　上記光源装置ユニットが着脱自在に接続されるユニット接続口金が上記内視鏡の操作部
に突設されて、その底部に上記ライトガイドファイババンドルの入射端面が配置され、
　上記光源ランプから放射された照明光の収束位置が、上記内視鏡に組み込まれたライト
ガイドファイババンドルの入射端面の大きさが大きい場合ほど入射端面から軸線方向に離
れるように、上記ユニット接続口金の長さが、上記ライトガイドファイババンドルの入射
端面の大きさに対応して変えられていることを特徴とする簡易型内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ライトガイドファイババンドルを用いた内視鏡の照明装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
病室のベッドサイド等で使われるいわゆる簡易型の内視鏡装置では、一般に、被写体を照
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明する照明光を伝達するためのライトガイドファイババンドルの入射端面が内視鏡の操作
部に配置されて、そのライトガイドファイババンドルに照明光を供給するための光源ラン
プとその光源ランプの電源となる電池とを内蔵した光源装置が内視鏡の操作部に着脱自在
に取り付けられている。
【０００３】
そして、光源ランプから放射された照明光は凸レンズ等によってライトガイドのファイバ
バンドル入射端面に収束し、ライトガイドファイババンドルを通って被写体に照射される
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
簡易型の内視鏡装置の光源ランプとしてはいわゆるレンズ付き豆電球等が用いられ、発光
部が小さいので収束位置では非常に小さな点状に収束する。
【０００５】
そのため、内視鏡の照明装置として比較的太いライトガイドファイババンドルが用いられ
ていてその入射端面の面積が大きいと、入射端面の中心付近のファイバにだけ照明光が集
中的に入射し、被写体に対して照射される照明光に配光ムラが発生する場合がある。
【０００６】
そこで本発明は、ライトガイドファイババンドルの入射端面の大きさに関係なく、配光ム
ラの少ない良好な照明を行うことができる内視鏡の照明装置を提供することを目的とする
。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の照明装置は、内視鏡に対して着脱自在な光
源装置に設けられた光源ランプから放射された照明光が収束して、内視鏡に設けられたラ
イトガイドファイババンドルに入射するようにした内視鏡の照明装置において、光源ラン
プから放射された照明光の収束位置が、内視鏡に組み込まれたライトガイドファイババン
ドルの入射端面の大きさが大きい場合ほど入射端面から軸線方向に離れるように、内視鏡
における光源装置取り付け位置とライトガイドファイババンドルの入射端面との間の距離
を、入射端面の大きさに対応して変えたものである。
【０００８】
なお、光源装置が内視鏡の操作部に突設された筒状体に着脱自在に取り付けられ、ライト
ガイドファイババンドルの入射端面が筒状体の底部に配置されていてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は、内視鏡の操作部２部分の正面図であり、下端に挿入部（図示せず）が連結された
操作部２の下側約４分の３の部分は握り部２ａであり、その握り部２ａより下側に鉗子挿
入口部４が配置されている。
【００１０】
操作部２の握り部２ａより上方の操作機構部５には、挿入部内に挿通された鉗子チャンネ
ル（図示せず）を通して吸引操作を行うための吸引操作弁６等が配置され、接眼部８が上
面に突設されている。
【００１１】
被写体を照明する照明光を伝達するための照明用ライトガイドファイババンドル９は、入
射端面９ａが操作機構部付近に配置され、操作部２の握り部２ａ内から挿入部内を通って
、射出端面は挿入部の先端に配置されている。
【００１２】
そして、ライトガイドファイババンドル９に対して照明光を供給するための光源装置ユニ
ット３０が、操作機構部５の側面部分に着脱自在に連結されて側方に突出している。
【００１３】
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光源装置ユニット３０には、ライトガイドファイババンドル９に供給するための照明光を
放射する光源ランプ３２と、その光源ランプ３２を点灯させるための電源である電池１０
０等が内蔵されている。
【００１４】
電池１００は、光源装置ユニット３０の端面に着脱自在に取り付けられたキャップ部５０
を外すことにより交換自在であり、電池１００に代えて、交流／直流変換アダプタなどを
接続してもよい。
【００１５】
図３は、光源装置ユニット３０が操作部２から取り外された状態を示している。操作部２
側には、後述するようにユニット接続口金２７が突設されていて、その突端の外面に雄ネ
ジ部が形成されている。２６は、プラスチック製のカバー筒である。
【００１６】
一方、光源装置ユニット３０には、ユニット接続口金２７に形成された雄ネジ部と螺合す
る雌ネジを回転させるための締め環３７が、軸線周りに回転自在に設けられている。２５
は、操作部２に光源装置ユニット３０を取り付ける際の位置合わせ用にカバー筒２６に形
成された指標である。
【００１７】
また、光源装置ユニット３０には、ユニット接続口金２７の突端面分に形成された規制溝
２８に嵌まる位置決めピン３８が突設されていて、操作部２に連結固定される光源装置ユ
ニット３０の向きの規制が行われるようになっている。
【００１８】
光源装置ユニット３０の先端部分には、光源ランプ３２から放射された照明光を収束させ
るための凸レンズからなる収束レンズ３３が配置されており、操作部２から光源装置ユニ
ット３０が取り外された状態においては、光源ランプ３２と収束レンズ３３が一体的に操
作部２から離れる。
【００１９】
図４は、操作部２と光源装置ユニット３０との接続部付近を示しており、操作機構部５に
固定された支持部材１８に、ステンレス鋼材等によって筒状に形成されたユニット接続口
金２７が外方に向けて突出する状態にビス止め固定されている。そして、ユニット接続口
金２７と支持部材１８の外周面を被覆するように、熱伝導率の低いプラスチック製のカバ
ー筒２６が取り付けられている。
【００２０】
ユニット接続口金２７の底部の中心軸線位置には、ライトガイドファイババンドル９の入
射端面９ａが外方に向けて配置、固定されている。２０は、透明なカバーガラスである。
【００２１】
そして、光源装置ユニット３０が操作部２に取り付けられた状態においては、ユニットフ
レーム３１の先端部分に取り付けられたランプ室ケース３５がユニット接続口金２７内に
嵌合する。
【００２２】
そのランプ室ケース３５内には例えばレンズ付き豆電球からなる光源ランプ３２が前方に
向けて配置され、収束レンズ３３がレンズ取り付け座３４を介してランプ室ケース３５の
先端に取り付けられている。
【００２３】
ユニットフレーム３１の軸線周りに回転自在に配置された締め環３７には、ユニット接続
口金２７の先端に形成された雄ネジ部と螺合する雌ネジ部が形成されたネジ環４０と、ユ
ニットフレーム３１に螺合固定された鍔状部材４１をネジ環４０との間に緩く挟み込む抜
け止め環３９とが、一体的にビス止め固定されている。規制溝２８に係合する位置決めピ
ン３８は、ユニットフレーム３１の側面に突設されている。
【００２４】
その結果、規制溝２８と位置決めピン３８との位置を合わせて締め環３７を回転させ、ネ
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ジ環４０の雌ネジ部をユニット接続口金２７の雄ネジ部と螺合させて適度に締め付ければ
、ユニット接続口金２７の突端面２７ａに鍔状部材４１の端面が押し付けられた状態で光
源装置ユニット３０が操作部２に固定される。締め環３７を逆方向に回転操作すれば、光
源装置ユニット３０が操作部２から外れる。
【００２５】
そのようにして、光源装置ユニット３０が操作部２に連結された状態においては、光源ラ
ンプ３２から放射された照明光が、収束レンズ３３を通ることにより収束されてライトガ
イドファイババンドル９の入射端面９ａに入射する。
【００２６】
この状態において、光源ランプ３２から放射された照明光は、ライトガイドファイババン
ドル９の入射端面９ａピッタリの位置に収束するのではなく、照明光がほぼ入射端面９ａ
全体に照射されるように、入射端面９ａから少し軸線方向にずれた位置に収束する。
【００２７】
その結果、光源ランプ３２から放射された照明光がライトガイドファイババンドル９全体
に入射して射出端側に伝達されるので、被写体に対して配光ムラの少ない良好な照明を行
うことができる。
【００２８】
以上説明した図４に示される内視鏡は、ライトガイドファイババンドル９が細くて入射端
面９ａの面積が小さな内視鏡Ａである。これに対して、図５には、ライトガイドファイバ
バンドル９が太くて入射端面９ａの面積が大きな内視鏡Ｂの操作部２と光源装置ユニット
３０との接続部付近が示されている。
【００２９】
このライトガイドファイババンドル９の入射端面９ａの面積が大きな内視鏡Ｂにおいては
、入射端面９ａの面積が小さな内視鏡Ａと比較して、ユニット接続口金２７（及びカバー
筒２６）の長さが短く形成されている。その他の構成には変わりがない。
【００３０】
即ち、図１に示されるように、操作部２に対して光源装置ユニット３０が取り付けられる
際の軸線方向の位置決め面であるユニット接続口金２７の突端面２７ａと、ライトガイド
ファイババンドル９の入射端面９ａとの間の距離を、入射端面９ａの面積が小さな内視鏡
ＢにおいてＬ１、入射端面９ａの面積が大きな内視鏡ＡにおいてＬ２とすると、ＬＩ＞Ｌ
２になっている。
【００３１】
その結果、図４及び図５に示されるように、ｅ１＞ｅ２となって、入射端面９ａの面積が
大きな内視鏡Ｂにおいては、入射端面９ａの面積が小さな内視鏡Ａよりさらに照明光の収
束位置が入射端面９ａから軸線方向に離れて、照明光がほぼ入射端面９ａ全体に照射され
る。ｅ１，ｅ２は、カバーガラス２０と収束レンズ３３との間の間隔である。
【００３２】
このようにして、入射端面９ａの面積が大きな内視鏡Ｂにおいても、光源ランプ３２から
放射された照明光がライトガイドファイババンドル９全体に入射して射出端側に伝達され
、被写体に対して配光ムラの少ない良好な照明を行うことができる。
【００３３】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば、上記実施例においては光
源ランプ３２から放射された照明光が収束前にライトガイドファイババンドル９の入射端
面９ａに入射するようにしたが、照明光を一度収束させてから入射端面９ａに入射させる
ようにしてもよい。
【００３４】
【発明の効果】
本発明によれば、光源ランプから放射された照明光の収束位置が、内視鏡に組み込まれた
ライトガイドファイババンドルの入射端面の大きさが大きいほど入射端面から軸線方向に
離れるので、ライトガイドファイババンドルの入射端面の大きさに合わせて、ほぼ入射端
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に関係なく配光ムラの少ない良好な照明を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例のライトガイドファイババンドルの入射端面の面積が小さな内視
鏡と大きな内視鏡の、操作部と光源装置ユニットとの接続部の相違を示す略示図である。
【図２】本発明の実施例の簡易型内視鏡装置の操作部部分の正面図である。
【図３】本発明の実施例の簡易型内視鏡装置の光源装置ユニットが操作部から外された状
態の正面図である。
【図４】本発明の実施例のライトガイドファイババンドルの入射端面の面積が小さな内視
鏡の操作部と光源装置との接続部の断面図である。
【図５】本発明の実施例のライトガイドファイババンドルの入射端面の面積が大きな内視
鏡の操作部と光源装置との接続部の断面図である。
【符号の説明】
９　ライトガイドファイババンドル
９ａ　入射端面
２７　ユニット接続口金
２７ａ　突端面（軸線方向の位置決め面）
３０　光源装置ユニット
３２　光源ランプ
３３　収束レンズ

【図１】 【図２】
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